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幼 児 へ の 創 造 的 身 体 表 現 の 指 導 法 1

絵 本 の 読 み 聞 か せ と音 楽 の 有 無 に よ る身 体 表 現 比 較

0 高 野 牧 子 （山 梨 県 立 女 子 短 大 ） 小 田 ひ とみ （湘 北 短 期 大 学 〉

1．は じめ に

身 体 表 現 は、自分 で 見 た こと、感 じた こ と、考 えた こ となど、

自分 の イメ
ージ を動 きで 自 由 に 表 現 す ることで あ り、子 どもの

心 に 内 在 す るイメージ を 自分 の からだ の 動 きに よっ て 外在化

す ることで ある。従 っ て、一人
一

人 の 個 性 の 発 現 で あると考 え

られ る。

了
．
ども の 精 神 発 達 に お け る運 動 の 電 要性 を説 くワ ロ ン （H ，

Wallon ）は 、2〜4歳 で 「象徴機能 が 出 現 し、〔中略 ）象 徴 遊

び （あるい は想 像 遊 び）とか、遅 延 模 倣 、また 内 化 され た 模 倣

と考 えられ る 心 的 イメージ などもこ の 時 期 は じまる jと述 べ て い

る。1〕
しか し 西 らに よれ ば 、5 歳 児 で 「うさぎ」を 表 現 した場 合 、

9割 を越 す幼 児 が 「両 足 で 眺 ぶ 」定 型 的 な 身 体 表 現 を行 な う

こ とを報 告 して い る。
2 〕

この 結 果 よ り、園 で の 身 体 表 現 活 動 が

個 性 化 へ の 活 動 で は なく、定 型 的 な身 体 表 現 の 指導傾 向 が

強 い こ とが推 測 され る 。 個 性 の 発 現 として の 身 体表 現 を 促 す

為 に 、幼 児
．一・

人
一
人 の イ メ

ー一
ジに よる 「動 き」を出 発 点 に した

創 造 的 身 体 表 現 の 指 導 の あ り方 が求 め られ る。そ こ で 本 研

究 で はイメージ を想 起 させ る方 法 として、子 どもた ちが同 時 に

体 験 で き、園 で 日 常的 に 行 え る絵 本 の 読 み 聞 か せ の 有 効 性

と音楽 が 身 体表 現 に 及 ぼす 影 響 を検 証 す る。

〈 場 所 〉 　　　　 私 立 F幼 稚 園

く 対 象 〉 　 　 　 　 　 年 長 児

A 群 絵 本 を読 まな い 32名 （男 児 16 名 ／ 女 児 16名 ）

B 群 絵 本 を読 む　　 32名 （男 児 16名 ／ 女児 16名）

　筆者 が 指導者 とな り、6 月 より3 回 ず つ 指 導 し、子 ども た ち

が 身 体 表 現 活 動 に も慣 れ 、指 導 者 との 信 頼 関 係 も得 て、．f’

どもたちが通常の 保育時と変わ り無 く活 動 してい るこ とを担 任

か ら確 認 し、指 導 観 察 に及 ん だ 。

〈 題 材 とね らい 〉 　 題 材 は 、絵 本 『ダン ボ』とした。大 きな 耳

で 空 が 飛 ぺ る象 の ダン ボ の 話 は子 どもにも 比 較 的 よく知 られ

て お り、話 の 内 容か ら象の 重 さ、風 船 の 軽 さ、飛 ぶ 表 現 の 高

低 など、対 比 的 な動 きの 質 を経 験 で きる題 材 で あ ると判 断 し、

選 択 した。さらに 象 の 定 型 的 表 現 方 法 として、片 腕 を前 に伸

ば し、象 の 鼻 に 見 立 て、振 りなが ら歩く表 現 方 法 が
一

般的 で

あ るが、この 定 型 的 表 現 以 外 の 個 性 的 な身 体 表 現 の 創 造 を

指 導 の ね らい とした，

〈 音楽 〉 ヤ マ ハ 音楽 教 育 シ ス テ ムの 曲 よ り、歌 詞 の ない 下

記 の 2曲 を使用し、      の 順 に 編集 した。

　　  ぞ う、外 国 曲 （1分 26秒 ）

　 　   の ん きなぞ うさん、平 部 や よい ・曲 （52秒 ）

2．研 究 方 法

「絵 本 『ダン ボ 』になろう」を同
一

課 題 とし、筆 者 自 身 が 指 導

者 に なり、子 どもを指 導 し、収 録 した VTR より、幼児 の 身体表

現 活 動 を比 較 分 析 して い く。A 群 は、最 初 の 導 入 で 言 葉か け

に よっ て 絵本 の 内 容 で あ る 「ダ ン ボ は 耳 の 大 きな 象 で あ る」と

「大 きな 耳 で 空 が 飛 べ る」の 2点 を確 認 し、身 体 表 現 を行 な っ

た。B 群 は 、絵本『ダン ボ』の 読み 聞 か せ を行 な っ て から、言

葉か けで A 群 と同 様 の 内 容 を確 認 し、身 体表 現 を行 な っ た。

ま た、両 群 共 に 前 半 は 指 導 者 の 動 きと言 葉か け で 活 動 し、後

半 は 音 楽 もこれ に 加 え、音 楽 の 影 響 も考 察 して い く。

〈 指導観 察 日 〉　 平 成ユ0年 9月 10 日

写真 1 ダン ボ が歩 く　 （音無 し）30 コマ／ sec

1 コマ

3．結 果 及 び 考 察

（1）絵 本 の 読 み 聞 か せ の 有 無 に よる身 体 表 現 の 差

　「ダン ボが 歩く」「象 の 風 船 」「ダ ン ボが飛 ぶ 」の 3課 題 、全 て

の 条件で 、前述 の 定 型 的 な象 の 表 現 は 自発 的 に は 出 現 しな

か っ た D また、子 どもた ち の 多 くは 、指 導 者 の 動 きを模 倣 した

身 体 表 現 で あ っ た が 、子 どもた ち 自 らが 創 造 した 身 体 表 現 も

行 わ れた 。 そ こで、子 どもた ちが創 造 した 身 体表 現 を、課 題

毎 にAB 両群 の 音 楽 が無 い 場 合 とある場 合 の 4条 件 に っ い て、

使 用 して い る身 体 部 位 と動 きの 種 類 か らみ て い く。

  「ダン ボ が歩 く」

A 群 で 音 楽 が ない 場 合、「しゃ がみ 歩 く」表 現 しか 確 認 で き

12 コマ

さ

15 コマ 36 コマ
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な か っ た。音 楽 が あ る場 合、「片 足 立 ちに な り、両 腕 を 静か に

羽 ば たか せ る」S子 が独 創的 な表 現 を見 せ たが、多 くは、音

楽 に あわせ 、「両 腕 を水 平 に 伸 ば し走 る」表 現 で あ っ た。B 群

で は 音 楽 が ない 場 合 でも5種 類 の 表 現 が 確 認 で きた。特 に、

A 夫 は 「大 股 の 四 つ 這 い で 左 右 交 互 に 手 足 を高く ヒげ、大

きく空 中 に 弧 を描 い て ドン と床 に つ ける表 現 」（写 真 1）で あり，

象 の 重 さが しっ か り感 じられ る豊 か で 独 創 的 な表 現 で あ る。

  象 の 風 船

　A 群 の 音 楽 が 無 い 場 合 で は 、「背伸び して 両腕 を大 きく広

げる」「広 げた まま歩 く」とい う風 船 が 膨 らん だ 様 子 を表 わ した

もの の ほ か 、2人 か ら5 人 まで 友 達 同 士 で 手 をつ な い だ り、円

に なっ て まわ っ た りした。音楽が ある場 合も動 きの 多様化 は な

く、T 子 が 「腕 を横 に 広 げ た まま、片 足 で 回 転 して 移 動 す る」

表 現 を唯
一一

確 認 で きた。

　B 群 の 音 楽 が な い 場 合 に は、風 船 が 膨 らむ様 子 は A 群 と同

様 に 両 腕 を 広 げ て 背 伸び した。また、R 夫 が風 船 を 「パ ン 」と

割 るア イディ ア を 出 し、指 導 者 が 活 動 に 取 り入 れ た 為 、「両 手

をパ チ ン と合 わ せ る」「床 まで 転 が る」とい っ た 風 船 が 割 れ る表

現 や 「指 を突 き刺 す 」「腕 を刀 の ように 突き刺 しながら歩 く」と

い う風 船を壊 す表 現 も現 れ た。子 どもか らの アイ デ ィア が 活 動

に 取 り込 まれ 、生 き生 きとした 楽 しい 活 動 に な っ て い る。音 楽

が あ る場 含、リズ ム とメロ デ でに 合 わ 迂教 「両 腕 を横 に広 げた ま

ま背 伸 び で 歩 き」、風 船 の 軽 く．柔 らか な質 感 は 全 員 が よく表

現 して い る。しか し、風 船 が 割 れ る表 現 は 出 現 し なか っ た。

　  ダン ボ が 飛 ぶ

　 A 群の 音楽が ない 場 合 には、「両 腕 を水 平 に 伸 ば したまま、

しゃ が んで 走 る 」とい う高さの 変 化 と、「自 分 の 耳 を 横 に 引 っ

張 っ て歩 く亅表 現 が 確 認 で きた。音 楽 が ある場 合 に は 女 の 子

の 友 達 同 士 で 「三三人 組 の 内 向き円 で 垂 直 に跳 ん で か ら、列

に なり、手 先 を上 下 しなが ら走 る 」とい う表 現 が あ っ た。

　B 群 で は 音 楽 が な い 場 合 に は 、「両腕 で 羽 ばた きなが ら、ス

キ ッ プ 」や 厂片 足 立 ちで 、両 腕 で 羽 ばた く」などが あり、音 楽 が

ある場合 に は 、「両 腕 を水 平 に伸 ばした まま、前後 に振 り、片

足 も伸 ば した まま 横 へ 上 げ 下 ろし す る」など動 か す 身 体 部 位

が 2 ヶ 所 以 上 の 複 合 的 な 動 き が あ っ た。また 「しゃ がん だ ま ま

ジ ャン プ 」や 「ジ ャ ン プしなが ら半回 転ゴとい う技 への 挑 戦 が見

られ た。さらに 「二 人 、三 人 で 走 る」な ど 友 達 と関 係 しあう表 現

が 増 え て い る。

（2）音 楽 の 有 無 に よる身 体 表 現 の 差

音 楽 の 有 無 による個 人 の 動きの 変容 を、B 群 の T 男 の 「ダ ン

ボ が 飛 ぶ 」表 現 を とりあげ、身 体 部 位 と動 きの 空 間 性 ・
時 間

性 ・力 性 か ら動 きを 分 析 す る。

  身 体 部 位

音 楽 が な い 場 合 に は、両 腕 の 羽 ば た き動 作 と歩行 で あ っ た。

音 楽 がある場 合 に は、腰 の 屈 曲 に よる前 傾 姿 勢 が 起 り、体 幹

の 表現 も生 まれ、手 首 を屈 曲 させ 、足 の 爪 先 ま で 伸 ば し、長

い 鼻 を意識 して 、口 をとが らせ て い る。この ように 身 体 の 細 部

まで 意識 して 表 現 してい る。

  動 きの 空 間 性

　 レ ベ ル は 、音楽が な い 場 合 に は 直 立 か らほ ぼ 変 化 しない
。

音 楽 が ある場 合 に は、小 さくしゃ が ん だ状 態 か ら、走 りな が ら、

次 第 に 中 腰 にな り、再 び しゃ が ん で い く。低 くか らや や 高 く、
そ して低 くと漸 進 的 に変 化 して い る。両 腕 の 経 路 は 、音 楽 が

無 い 場 合 に は 体側 で わ ず か に 上 下 させ る弧 を反 復 す る経 路

で あ っ たが、音楽が あ る場 合 は、両 手 を胸 の 前 に 組ん で か ら、

後 方 へ 腕 を伸 ば し、背 後 で 上 下 させ 、体 側 へ降 ろ して くる経

路 を描 き、変 化 に 富 ん だ 空 間 性 で あ っ た。

  動 きの 時 間 性 （30コ マ ／sec ＞

　音 楽 が無 い 場合 に は、1歩 が 約 10 コ マ で あ っ た の に対 し、

音 楽 がある場 合 に は 約 5 コ マ と倍 の 速 さに な り、とて も細 か く

刻 み な が ら爪 先 で 走 叺 ス ピ ー
ド感 が増 して い る 。

  動 きの 力 性

音楽 が無い 場 合 には 、力 性 の 特 徴 は み られ ない 。音 楽 が あ

る場 合 に は、爪 先 で 走 るこ とで 軽さを感 じ、小 さくなる時 に は

摺 り足 とな り、重 さが 巧 み に表 現 されて い る。
こ れ 醒）の 変 容 が 単 に 音 楽 の 影 響 か 、2回 糧 り坂 し六

，
レ
v「tE一

現 が 深 ま っ た の か 、ど ち らか に 断 定 で きるもの で は ない 。しか

し、T 男 の ように 自 己 の 内 面 に イメージ が豊 か に 形 成され た場

合、音 楽 は 表 現 を一層 豊 か に す る相 乗 効 果 が 期 待 で きると

思 わ れ る。

4 ．まとめ

　絵 本 を読 まな か っ た A 群 は 指 導 者 が 行 な っ た 身 体 表 現 の

模 倣 が 多 く、動 きに 多様 性 が なか っ た。また 、音楽が ある場

合 にも動 きの 多 様 性 は 、時 間 経過 とともに減 少 し、音楽 に よ

る身体表 現 の 活 性 化 は殆 どな か っ た Q こ れ に 対 し、絵 本 を読

ん だ B 群 は、子 ども達 が独 自に 動 きを創 造 し、多 様 性 が あ っ

た。特 に 音楽が あ る場 合 に、より細部 に わ た っ て 身 体 部位 を

使 い 、動 きの 時 間 性 、空 間 性 、力 性 に つ い て も変 化 に 富 ん

だ 豊かな 身 体 表 現 事 例 を示 した。従 っ て、絵 本 の 読 み 聞 か

せ は 、明 確 なイメ
ージを子 どもの 中 に与 え、子 どもが イメ

ー
ジ

を想 起 し、多 様 な身 体 表 現 を創 造 す るの に 有 効 な援 助 で あ

っ たと考 えられ る。また 音 楽 は 充 分 な イメ
ー

ジ 想 起 が ある場 合

に、多 様 で 変 化 に 富 んだ 身 体 表 現 を促 す と思 わ れ る。
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